
新しい「北一輝像」を語る
作家中川芳郎氏を招き講演会開催
　首都圏佐渡連合会では、去る6月18日午後3時から、作家
中川芳郎氏（旧畑野町出身、佐渡高卒、東大文学部卒、1972年
芥川賞候補）を講師に招き、第４回文化講演会を開催。会場の
新潟館ネスパスには佐渡島外の方も含め、予定数を超える 93
名が参加。演題は「新しい北一輝像…国賊ではなかった…」で、
講演概要は以下のとおり。①現在「佐渡郷土文化」（山本修巳氏
主宰）に「悪霊・北一輝異聞」を連載中で、近々単行本を出版予
定　②北一輝の人物像（生い立ち、交友関係、日常生活、錬金
術、借金の天才等）　③講師が北一輝と関わりを持つようにな
った動機（孫文との関わり、辛亥革命、「国体論及び純正社会主
義」の執筆、山本修之助氏の記述、島ナショナリズムから北一輝
のことは佐渡の者にまかせてもらおうと取りかかり現在に至っ
ていること等）　④北一輝の思想（ファシストではない、右翼で
はない、左翼でもない。斬新な思想家、革命家）　⑤もし、北一
輝の思想革命が成功していたならば、太平洋戦争は起きなかっ
たかも知れないし、３２０万人の尊い命は犠牲にならなくて済ん
だかも知れない　⑥日本の近代政治史に名を残した郷土の英
雄の一人である北一輝は決して国賊ではなかった、と結んだ。講
演会は、参加者に昭和の激動期佐渡が生んだ大思想家北一輝
の素顔の一部を垣間見ることができたことに深い感銘を与えて
予定時間過ぎの 5 時 15 分過ぎに終了した。講演会終了後の懇
親会には64 名が参加。講師を囲み、北一輝論や故郷談義の輪
が広まり思い思いに交流を深めた。

（文責：首都圏佐渡連合会文化芸能部会長　元田利夫）
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新幹線まちづくり推進上越広域連携会議
（事務局：上越市役所）では、上越市に
できる北陸新幹線新駅の駅名を全国から
募集しています。
募集期限　9月16日（金）まで
応募方法　応募チラシの専用はがき、も
しくは官製はがきに次の事項を記入し
事務局へ郵送。連携会議ホームページ
からも応募できます。
　http://shinkansen-joetsu-koiki-renkeikaigi.jp/
・新幹線の駅名とその理由
・住所、氏名、年齢、性別、電話番号
・応募コース（抽選で特産品等を贈呈）
※１回につき１点の応募とします。何回でも応

　募できます。

応募・お問い合わせ
新幹線まちづくり推進上越広域連携会議
事務局
　〒943－8601上越市木田1-1-3
　上越市役所新幹線・交通政策課内
　☎ 025－526－5111（内線1847）
◎新幹線が開業したら全国に知らせたい、
小中学生の我が町自慢を「絵手紙」で募
集しています。詳しくは事務局へお問い
合わせください。

佐
渡
市
長
　
髙
野
宏
一
郎

（題字　髙野宏一郎）

○現金　10万円　　首都圏佐渡連合会 様

ありがとうございました 
～寄附のお礼～

佐渡市にご寄附をいただきました。

会場風景 熱演する中川先生

～未来に残る名を応募してください！～

新幹線の駅名を募集
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